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塩化マグネシウム水溶液と塩化カルシウム水溶液の熱力学的性質。その4 再考
Thermodynamic properties of aqueous solutions of magnesium chloride and 




ルエンタルピー，見かけのモル体積，見かけの定1.1モル熱容量)を求めた。 温度条件は2500Cまで， 1.1力条件は500bar 
まで，濃度条件は4mol kg 1までである。
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1 .はじめに





















れを淀江 (2011b) は(100川)三11-ycd'(Y 1として求め
ている O ここで， yは任意の量の測定値， y四 kはYの計
算値， Nは測定数を表す。淀江 (2011b) は，このずれ
を表す値を Muleroet al. (2001) や Haghtalabet al. 
(2012) などと同じように AAD値と名付けているが，
Valavi and Dehghani (2012) は AARD% (Absolute 
A verage Relative Deviation percent)と名i寸けている O






AARD% = (100/N)ヱ11-Yωk/y1 (1) 
2.1塩化マグネシウム水溶液
権江 (2011b)が示した塩化マグネシウム水溶液の浸
透係数に関する AARD%を見ると， Pitzer et a1. (1999) 
に関する値が2.02%である O また，イオンの平均活量係
数に関する AARD%は， Pitzer et al. (1999) に関する
値が3.14%である(淀江 (2011b)の表4中では0.85%と




常に多い上に正確なものも多い。このため， Pitzer et al. 
(1999) 中の計算式は標準誤差が0.003となっている。し
たがって，泣江 (2011b) の計算結果は， Pitzer et al. 
(1999) からかなり外れていることになる。 25'C付近で
住江 (2011b)が回帰計算に取り入れた測定値の中で，
40'Cでの測定値である 8aaboret a1. (2001) に関する
AARD%が比較的大きい。そこで， 8aabor et al. (2001) 
を回帰計算から外した。
泣江 (2011b)が示した塩化マグネシウム水溶液の希
釈熱に関する AARD%を見ると， Jahn and Wolf (1993) 
とLeungand Millero (1975a) に関する AARD%が非常
に大きい。 Jahnand Wolf (1993) を回帰計算から外す，
Leung and Mi1ero (1975a) を回帰計算から外す，ある
いはこれら 2つの丈献値を回帰計算から外すことを行っ








係数に関する AARD%を見ると Perrnanand Price 











s 0'二 ql十q，T十qi(T-227)十q4/(647 -T) 
十 (p-PR)[qι 十q6T十q7/(T-227)十q，/( 64 7 -T) 1 
十 (P-PR)'[q!!十qllT十qll/(T-227)十 ql〆(647-T)l
s 1)三 qB十 qllT+ qd(T-227) + q，c/(647-T) 
C=q'7 + q1ST + q19/(T-227)十 qz川
十 (P-PR)[q21+ q22T + q2i(T-227) + q14/(647-T)l 






十三(，，:'l.Hdil-L'l.Hd/"1つ'/(3H2+三 (v叫 Vaq 泊J









江 (2011b) 中で考えた値をそのまま用いた。 浸透係数
に関しては0.01，イオンの平均活量係数については0.005，
希釈熱に関しては 2%あるいは20J mol 1のいずれか大






式(2)にas/ a q i = 0 (j= 1…28)の条件を適用すると次
式を得ることができる。
。二三 (δφ山/aq;) (cp_cp，"k)/σJ 
+ ヱ(日l町二四k/♂q;)(J町"，-lny士山)/σf
+三 (aL'l.Hdi1"lc/ aq;) (L'l.Hdi1-L'l.Hd/'I') /(3H' 





























q3 1.8910 3.5825 







qll 1.3359・10-5 0.0000 
ql2 4.9662・10-5 3.2563・10-5
q13 1.4083 0.0000 
q14 6.0671・10-4 3.0967・10-3










q25 4.6992・lO-g 0.0000 
q26 0.0000 2.4805・10-1




















浸透係数* N** AARD%*** 
Baabor et al. (1999) 25 1.14 
Gibbard and 
Gossmann (1974) 22 1.81 
白田ほか(1974) 15 5.53 
Holmes and 
Mesmer (1996) 170 4.66 
Jones and 
Pearce (1907) 10 4.15 
Loomis (1896) 8 1.52 
Menzel (1927) 7 1.49 
Patil et al. (1991) 30 4.06 
Pitzer et al. (1999) 40 1.87 
Rivett (1912) 9 l.49 
Rodebush (1918) 2 3.59 
Sako et al. (1985) 23 5.46 
Urusova and 
Va1yashko (1984) 3 8.08 
Va1yashko 
et al. (1988) 3 1.30 
イオンの平均活量
N** AARD%*** 係数*
Pitzer et al. (1999) 40 2.80 
希釈熱* N** AARD%*** 
Gillespie 
et a1. (1992) 46 4.11 
Jahn and Wo1f(1993) 17 34.53 
Lange and 
Streeck (1931) 21 2.26 
恥1ayrathand 
Wood(1983) 35 7.04 
Snipesetal.(1975) 56 13.88 




















































• Obs. m(inil1al)=4 
o Calc. m(initial)ヰ
.i Obs. m(initial)=3 
ム Calc.m(initial)=3 
. Obs. m(initial)=2.49 
マ Calc.m(initial)=2.49 
総 Obs.m(initial)=1.99 
<(t Calc. m(initial)=1.99 
。Obs.m(initial)=1.5 
① Calc. m(inital)=1.5 
ロ Obs.m(intial)=1 
日 Calc.m(it1!tal)=1 
• Obs. m(initial)=0.798 
o Calc. m(initial)=O.798 
事 Obs.m(in山al)=0.5015
水 Calc.m(initial)=O.5015 
図 250C司 1気圧の条件でJahnand Wolf (1993)が求めた塩化マグネシウム水溶液の希釈熱と本研究で求めた計算値との比較。横
軸は希釈前の水溶液の重量モル濃度と希釈後の水溶液の重量モル濃度の違いを表す。縦軸は塩化マグネシウム 1モル当たりに換算




































表 2から表 5に示したこれらの測定量に関する AAR
0%の平均値は重みとして考えた値に比べて大きい。つ
まり ，計算値は実験誤差の範囲内には収まっていない。
これは， Holmes達の式 (Holmesand Mesmer， 1996; 







Call et al. (2000) 
Eigen and Wicke (1951) 
Fedyainov et al. (1970) 
Likke and Bromley (1973t 
Perron et al. (1974) 
Perron et al. (1981) 
Sal可aand LeBlanc (1987) 
Sal吋aet al. (1995) 
Vasilev et a1. (1973) 
white et al. (1988) 
l g当たりの体積****
Call et al. (2000) 
Chen et al. (1977) 
Chen et al. (1980) 
Connaughton and 
Mi1ero (1987) 























Wood (1985) 34 0.029 
lsono (1984) 49 0.093 
Kaminsky (1957) 47 0.003 
Kumar (1989) 5 0.070 
Lo Surdo et al. (1982) 122 0.044 
Miller et al. (1984) 10 0.037 
Millero and Knox (1973) 41 0.023 
Millero et al. (1977) 10 0.018 
Millero et al. (1985) 5 0.020 
Obiiil et al. (1997) 85 0.137 
Pepinov et a1. (1992) 71 0.113 
Perron eta1. (1974) 9 0.006 
Perron et a1. (1981) 10 0.024 
PhangandStokes(1980) 1 0.017 
Ro町mnkiwand Cho旧(1983) 30 0.039 
Rutskov (1948) 6 0.006 
Sal可aand LeBlanc (1987) 20 0.025 
Sal吋aet al. (1995) 24 0.154 
Shedlovsky and 
Brown(1934) 4 0.007 
非抗江(2010)の表 5巾と杭江(2011b)の表 5巾で
Likke and Bormley (1973)と記しているが，三れ

















Baabor et al. (2001) 
Baker and Waite (1921) 
Bechtold and Newton (1940) 
Brandani et al. (1985) 
Childs and Platford (1971) 
Oavies et a1. (1986) 
Ouckett et al. (1986) 
Gibbard and Fong (1975) 
Grjotheim et al. (1988) 











(2005) 39 1.77 
Haghighi et al. (2008) 2 6.75 
白田ほか(1974) 15 5.71 
Holmes et al. (1978) 66 9.64 
Holmeseta1.(1994) 161 1.07 
Jakli and van Hook (1972) 9 1.38 
Jones and Pear四 (1907) 9 3.44 
Loomis (1897) 6 0.65 
Oakes et al. (1990a) 7 0.72 
Patil et al. (1991) 20 3.54 
Pitzer et al. (1999) 40 0.46 
Rodebush (1918) 2 0.78 
Sako et a1. (1985) 22 7.88 
Selecki and Tyminski (1967) 3 2.65 
Wood et al. (1984) 27 12.81 
イオンのτド均活量係数* N** AARD%*** 
McLeοd and Gordon (1946) 15 0.53 
Mussini and Pagella (1971) 23 2.18 
Pitzer et a1. (1999) 40 0.60 
希釈熱* N** AARD%*** 
Gillespie et al. (1992) 44 5.13 
Holmes et al. (1994) 78 9.90 
Lange and Streeck (1931) 24 1 .77 
Leung and Millero (1975b) 6 1.91 
Oakes et al. (1998) 43 9.84 
Perachon and Thourey (1978) 5 14.35 
Plake (1932) 20 10.08 
Richards and Dole (1929) 12 12.50 
l g当たりの定圧熱容量* N料 AARD%*** 
Garvin et al. (1987) 16 0.264 
Richards and Dole (1929) 16 0.086 
Saluja and LeBlanc (1987) 31 0.105 
Saluja et al. (1995) 16 0.543 












1 g当たりの体積キ N** AARD%*** 
Alekhin et a1. (1980) 5 0.083 
Brandani et al. (1985) 45 0.057 
Dunn (1966) 10 0.014 
Dunn (1968) 46 0.009 
Ellis (1967) 35 0.047 
Gates and 
Wood (1985) 34 0.048 
Gates and 
Wood (1989) 139 0.069 
Goncalves and 
Kestin (1979) 64 0.105 
Isono (1984) 49 0.080 
Kumar(1986a) 49 0.163 
Kumar(1986b) 4 0.061 
Kumar and Atkinson (1983) 33 0.591 
Kumar et al. (1982) 20 0.069 
Millero et al. (1977) 12 0.018 
Nomura et al. (1985) 8 0.007 
Nowicka et al. (1988) 3 0.012 
Oakes et al. (1990b) 27 0.068 
Oakes et a1. (1995) 108 0.140 
Perman and Urry (1930) 55 0.156 
Perron et al. (1974) 8 0.007 
Perron et al. (1981) 10 0.097 
Pesce (1932) 4 0.154 
Safarov et al. (2005) 128 0.074 
Saluja and LeBlanc (1987) 33 0.028 
Sal吋aetal.(1995) 16 0.161 
Shedlovskyand 
Brown (1934) 4 0.006 
Tashima andArai (1981) 56 0.082 
Tsay et al. (1989) 52 0.029 
Vasilev et al. (1973) 5 0.117 
Wahab and 







(2008， p.125) 中の line15370の箇所にあり， PR=1.013 
25#を加えた次の命令丈が正ししミ。




List 1中の line 14680から line 14730で用いている
QMG(r)は本研究で求めた塩化マグネシウム水溶液に
関する qi値に相当し， lin巴 14750から line14800で用い
28 
ている QCA(r)は本研究で求めた塩化カルシウム水溶
液に関する qi値に相当する。さらに， line 14810から
line 14830中で用いている RRMG(I)は撞江 (2011a)が
求めた塩化マグネシウム水溶液に関する ai値に相当し，




ボルツマン定数，アボガド口数)は Cohenand Taylor 
(1973)が与えた値であったが，本研究で作成した計算
プログラムでは Mohret al. (2008) が与えた値を使用
している。 CGS-esu単位系で表した素電荷の値は， Mohr 
et al. (2008)が与えた電気量と光速の値から計算してい






いている O ただし，純7.k1 g当たりのギブスエネルギー，
エンタルビー，エントロピー，定圧熱容量，体積の計算
および、純水の飽和蒸気圧の計算に Haaret al. (1984)の
式を用いている関係で，これらの計算に用いた気体定数
の値は Haaret al. (1984) と同じ値にしている O また，
水の分子量，塩化マグネシウムと塩化カルシウムの式量



























* Enter units * 
******************* 
TEMPERATURE 
Choose from 1 =deg K， 2=deg C 
'12 
DENSITY 
Choose from 1 =kg/m3， 2=g/cm3 
'12 
PRESSURE 





Which salt do you consider'1 MgCI2(1) or CaC12(2)'1 Input the parenthesized number'1 1 
Pressure'1 If end， input 0'1 200 
Temperature'1 200 
Molality'1 0.5 










Choose from 1 =deg K， 2 =deg Cの問いかけは温度の
単位として絶対温度と摂氏温度のいずれかを選択するこ
とを問うている。ここでは， 2の摂氏温度を選ぶ。
Choose from 1 =kg/m3， 2 =g/cm3の問いかけは密度の単
位として kg/mli: g/cmlのいずれかを選択することを問
うている。ここでは， 2のg/cm3を選ぶ。 Choosefrom 
1 =MPa， 2 =bar， 3 =a加の問しサミけは圧力の単位とし
てMPa，bar， atmのいずれかを選択することを問うて
いる。ここでは， 2のbarをj霊ぶ。 Choose仕om 1 =kJ/ 
kg， 2 =J/g， 3 =J/mol， 4 =cal/g， 5 =cal/molの問いかけは
エネルギーの単位として kJ/kg，J/g， J/mol， cal/g， 
cal/molのいずれかを選択することを問うている。ここ
では， 3の J/molを選ぶ。次に， Which sa1t do you 









濃度を入力する O ここでは 塩化マグネシウムの重量モ
ル濃度を0.5と入力する。すると，計算が始まる。計算
が終了すると Wi1you continue the calculation'1 Input Y 
(or y) or N (or n) '1と問いかけが出るので，計算を続
ける時は Yあるいは yを入力し，計算を終える時は N
















































































































また， i住江 (2009，p. 102)中のコラム 2で示した[11]，
[12]， [13]の計算式の左辺は，それぞ、れ， V1で、はなく V川
V.，で、はなく V1，V3ではなく V，である O さらに， IJ住江
(2009) 中で示した計算プログラムに 2か所の誤りがあ
るO これらを次に記す。 1か所目の誤りは淀江 (2009，
p. 109)中の line17450の箇所にあり， PHIVをVPHIに
訂正した次の命令文が正しい。
17450 VTOTAL二 1000IDD+ MOL*VPHI 
この命令文が誤っているために，泣江 (2009)の計算プ
ログラムで求められる密度の値は誤っている。 2か所日
の誤りは泣江 (2009，p. 108) 中の line16800の箇所に
あり， BO(6)をBO(6)に訂正した次の命令丈が正しい。




としている (BOMG(6)二 Oおよび BOCA(6)二 0)0 した
がって，この訂正は計算結果に影響を与えない。
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14670 REM Parameters DωMgCI2(叫)
14680 FOR 1ニ1TO 28:READ QMG(I):NEXT 1 
14690 DATA 3.0876D-001， 0.0000#， -1.8910#， 9.1384#， -4.1692D-004ラ1.9303D-006，1.1256D-002， -1.0570D-00l 
14700 OATA -3.15950-007，0.0000再， 1.33590-005， 4.96620-005 
14710 DATA 1.4083#， 6.06710-004， 0.0000#， 2.1465D+002 
14720 OATA 2.32480-002， -6.64770-005， 1.14730-001，0.0000#，4.81320-005， -2.18640-007， -1.15100-003 
1.1545D-002 
14730 DATA 4.6992D-008， 0.0000#， -2.l389D-006， -6.7225D-006 
14740 REM Parameters for CaCI2(aq) 
14750 FOR 1ニ 1TO 28:READ QCA(I):NEXT 1 
14760 DATA4.6643D-001， -4.6864D-004， -3.5825#， 9.4022#， -4.1405D-004， 1.5603D-006， 1.1313D-002， -6.8704D-002 
14770 DATA2.0718D-008， -3.9725D-01O， 0.0000#， 3.2563D-005 
14780 DATA 0.0000再，3.0967D-003， 7.2573#， 2.4295D+002 
14790 DATA 6.5306D-03， -2.8770D-005， 2.1 034D-001， 0.0000 
14800 DATA 3.86110-005， -1.3608D-007， -9.9943D-004， 5.5185D-003， 0.0000#， 2.4805D-011ラ0.0000#，-2.2898D-006 
14810 FOR [=1 TO 9: REAO RRMG(l): NEXT [ 
14820 DATA-27774#， 573l.5札ー 17.321#，57.485#，-4194.2# 
14830 OATA -296.30#， -0.022235#， 1.7297#，0.11811再
14840 FOR 1=1 TO 9: READ RRCA(I): NEXT 1 
14850 DATA -26715#，5481.3#， -16.105#， 67.402#， -5317.6# 
14860 DATA -337.12#， -0.023983#， 2.0355#， 0.12356# 
14870 MGCL2=95.211# : CACL2=1l0.984 
14880 TTRニ298.15#:PRニl.01325
14890 RVGAS=83.14472#: RGAS=8.314472#: MW=18.01528: RHGK=8.31441# 
14900 REM Entropies of ions (Pitzer， 1995) are summed stoichiometrical1y 
14910 SOMGCL2=-3.084*RGAS : SOCACL2=7.156#*RGAS 
14920 FOR [=1 TO 9: REAO OU(l) : NEXT [ 
14930 DATA 3.4279D+002，-5.0866D-003ラ9.4690D-007，-2.0525#，3.1159D+003
14940 OATA -1.82890+002，-8.03250+003，4.21420+006ユ1417#










15050 EEPSニ1#+(PRES-l OOO)/(DU(η+DU(8)/T +DU(9)*T + 1 000) 
15060 EEPS=LOG(EEPS) 
15070 EPS=EPS+(OU( 4)+(OU(5)/(OU(6)+T)))* EEPS 
15080 APHI=SQR(2#*3.14159265#* AVOG*DDI1 000)/3# 
15090 APH [=APH [* EE* EE * EE/BC/SQ R(BC)/T ISQ R(T)/EPS/SQ R(EPS) 








15370 S=(S/FH)*(FFH(3)/FFH( 1) 
15380 Gニ (GIFH)*(FFH(3)IFFH(1) 
15390 CPW=CPD*GASCON*FH*FT 
15400 CPW=(CPW /FH)キ(FFH(3)/FFH(1) 
15410 S=S+SREF*RHGK: H=H+UREF*RHGK: G=G+UREF*RHGK-T*SREF*RHGK 
15420 1F ISALT=1 THEN SALT=MGCL2 : SSALTPRTR=SOMGCL2 : GOTO 15440 
15430 IF ISALT=2 THEN SALT=CACL2: SSALTPRTR=SOCACL2 : GOTO 15480 
15440 FOR 1=1 TO 12 : BO(l)=QMG(l) : NEXT 1 
15450 FOR 1=1 TO 4: Bl(l)=QMG(l+12) : NEXT 1 
15460 FOR 1ニ1TO 12: CMX(I)ニQMG(I+16):NEXTI 
15470 FOR 1=1 TO 9: RR(I)=RRMG(I) : NEXT 1: GOTO 15520 
15480 FOR 1ニ 1TO 12 : BO(I)ニQCA(I): NEXT 1 
15490 FOR 1=1 TO 4: Bl(l)=QCA(l+12): NEXT 1 
15500 FOR 1= 1 TO 12 : CMX(I)=QCA(l+ 16) : NEXTI 




15550 HSALTPRTR=O : HSALTTR=O : HSALT=O 




+ 1 O*(PRES * PRES-PR *PR)*(RR(7)+ 2#*RR(8)/TTR+RR(9)*( 64 7#-4#*TTRl3#)*EXP( (-4#)*LOG( 64 7#-TTR)/3#)) 
15590 HSALT=HSALTTR 
+RR(1 )*(T-TTR)+RR(2)*((T*LOG(T)-T)ー(TTR*IβG(TTR)-TTR))+RR(3)*(T*T-TTR *TTR)/2# 
15600 HSALT=HSALT+2#*RR(5)*(I#江 1#/TTR)
15610 HSALT=HSALT 
-RR( 6)* PRES *(EXP( (-4#)* LOG(TH 1)/3#)*(4#*下二3#*647#)-EXP( (-4#)* LOG( 64 7#ーTTR)/3#)*(4#*TTR-3#キ647))
15620 HSALT=HSALT十2#*RR(8)*PRES*PRES *( 1 #/T-l #/TTR) 
15630 HSALT=HSALT 
-RR(9)*PRES *PRES *(EXP( (ー4#)*LOG(THI)/3#)*(4#*下3#*647#)-EXP(( -4#)*LOG( 64 7#-TTR)/3#)*( 4#*TTR-3#*64 7#)) 
15640 SSALTTR =SSALTPRTR + 1 O*(RR( 5)/TTR/TTR-RR( 6)* EXP( (-4#)* LOG( 64 7#-TTR)/3#川#)*(PRES-PR)
15650 SSALTTR=SSALTTR+I0勺RR(8)/TTRlTTR-RR(9)*EXP(( -4#)*LOG( 64 7#-TTR)/3#)/3#)*(PRES *PRES-PR *PR) 
15660 SSALT=SSALTTR+RR(1 )*(LOG(T)ーLOG(TTR))+RR(2)*((LOG(T))*(LOG(T))一(LOG(TTR))*(LOG(TTR)))/2#
15670 SSALTニSSALT+RR(3)*(下TTR)+RR(5)*PRES*(I#/T/T-l#/TTRlTTR)
15680 SSALT=SSALT +(RR( 6)*PRES/3#)*(EXP( (-4#)*LOG(TH1)/3#)-EXP( (-4#)* LOG( 64 7#-TTR)/3#)) 
15690 SSALTニSSALT+RR(8)*PRES*PRES*(I#/T/T-l#/TTRlTTR)
15700 SSALT=SSALT +(RR(9)*PRES *PRES/3#)*(EXP( (-4#)* LOG(TH1)/3#)-EXP( (-4#)* LOG( 64 7#-TTR)/3#)) 
15710 GSALTニO
15720 GSALT=HSALT-T*SSALT 
15730 BETAO=BO(1 )+BO(2)可+BO(3)/TLO+BO(4)/TH1+(PRES-PR)キ(BO(5)+BO( 6)*T +BO(7)/TLO+BO(8)/TH 1) 
+(PRES-PR)*(PRES-PR)*(BO(9)+B0(1 O)*T +B0(11 )/TLO 
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15970 CGJ=CGJ+(PRES-PR)*(2#*CMX(6)/T+454#*CMX(7)/T/TLO/TLO/TLO+ 1294#*CMX(8)/T/THI/THI/THI) 
15980 CGJニCGJ
+(PRES-PR)*(PRES-PR)*(2#*CMX( 1 O)/T +454#*CMX( 1 )/T /TLO/TLO/TLO+ 1294#*CMX( 12)/T /THIITHIITHI) 
15990 BJニBOJ+BIJ*(1#ー(1#+ 2#*MI)*EXP( (-2#)*MI) )/2#/MI瓜1
16000 CPO=O 
16010 CPO=RR(I)+RR(2)*LOG(T)+RR(3γ下2#*PRES *(RR( 5)/T/T +(2#/9#)* RR( 6γT*EXP(( -7#)* LOG(TH 1)/3#)) 
16020 CPO=CPO-2日PRES*PRES *(RR(8)/T/T +(2#/舛)*RR(9)*T*EXP((押)*LOG(THI)/3#)) 
16030 PH1CP=CPO+3#キAJ*LOG(I#+1.2#キM1)/1.2#-4#キMOL持RGASキT*T*BJ-8#*MOL*MOL *RGAS*T*TキCGJ
16040 CPX =3#* AJ*LOG(1 #+ 1.2#*恥1I)/l.2#-4#*MOL*RGAS*T*T*BJ+8#*MOL *MOL *RGAS*T*T*CGJ 
16050 VO=lOキ(RR(4)+RR(5)/T+RR(6)キEXP((一1#)キLOG(THI)/3#))
+20* PRES *(RR(7)+ RR(8)/T + RR(9)* EXP( (ー1#)*LOG(THI)/3#))
16060 BOVニBO(5)+BO(6)*T +B0(7)/TLO+BO(8)/THI + 2#*(PRES-PR)*(BO(9)+BO( 1 O)*T +BO( 1 )/TLO+BO( 12)/THI) 
16070 B1V=0 
16080 CGV二CMX(5)十CMX(6)*T十CMX(7)/TLO+CMX(8)/丁目
+ 2#*(PRES-PR)*(CMX(9)+CMX(1 O)*T +CMX( 1 )/TLO+CMX( 12)/THI) 





16140 SSPEC=SSPEC/(1 OOO+MOL *SALT) 
16150 HSPEC=H*(lOOO/WM)+MOL *(HSALT+PHIL) 
16160 HSPECニHSPEC/(lOOO+MOL *SALT) 
16170 CPSPEC=CPW*(1000/WM)+MOL叩HICP
16180 CPSPECニCPSPEC/(1OOO+MOL *SALT) 
16190 LPRINT 
16200 LPRTNT USTNG"V(water)=+#.####^^^^^ Vsa1t=+#.###^^ 八戸八円;MW/DD，VO
16210 LPRINT USING"G/RT=+##.柑柑 Gsa1t1RT二十柑.#柑";G/RHGKlT，GSALT/RGAS/T
16220 LPR1NT US1NG"H/RT=+##.再再再# Hsa1t/RT=+#弘#再#";H/RHGK/T，HSALT/RGAS/T
16230 LPRINT USING"S/R二十##.#### Ssalt/R二十##.###";S/RHGK，SSALT/RGAS
16240 LPR1NT US1NG"Cp/R=+##.### Cpsa1t/R=+#柑.###"にPW/RHGK，CPO/RGAS
16250 LPRINT 
16260 LPR1NT US1NG"m=+#.##### 
16270 LPRINT USING" 
16280 LPR1NT US1NG" 
16290 LPRINT USING" 
16300 LPR1NT US1NG" 
16310 LPRINT USING" 
16320 LPRINT USING" 
16330 LPRINT USING" 





Activity coeff. =+#.####";GM 
Ex enthlRT =+柑#柑";PHILlRGAS/T 
Ex entr/R =+岸#.#再#";SX/RGAS
Ex Cp/R ニ+#岸#対岸#";CPX/RGAS
Hspecific(J/g) =+####.#";HSPEC 
Sspecific(J/g K) ニ+#.###";SSPEC
Cpspecific(J/g K) =+#.#再#";CPSPEC
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